






要約:(1)高層階住居は、妊娠・分娩・育児に種々の影響を与えているが、生活指導するこ

とで改善される余地があるように思われる。また今後高層住居を建築する場合、いくつか

の必要事項も指摘されよう。母親の受動喫煙は子どもの健全な心身の発育を障害する。(2)

テレビ,テレビゲームは子どもの生活に深く入り込んでいるだけにマイナス面を抑えプラ

ス面を伸ばしたい。テレビの視すぎは運動時間を減少させるし、テレビゲームのあるもの

は年少者に好ましくない内容のものがあり、チェック機構がいる。(3)成人女性での骨粗

鬆症が問題になっているが、女性の骨密度は 18歳で頂値になりその.後ゆるやかに減少す

る。したがって中学・高校生の時に適正な運動と、十分なカルシウム摂取を指導すること

が大切である.(4)小児事故防止対策は研究段階から実施段階に入った。(5)国際協力のも

とでわが国でも地域を限って先天異常モニタリングが行われているが、問題なくスムーズ

に進めるための方法を検討した。


